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主要文獻

1.緒 言

曩ニ鳥類肺臟原基ノ發生ニ就キ當教室村山氏 ト共ニ家鳩胎兒ニツキ研究 セル著者ハ,當 時附

言セル如ク更ニ種族發生學的見地 ヨリ敷波教授指導 ノ下 ニ更 ニ兩棲類ノ肺臟原基ノ發生ニ就テ

研究スル事ヲ得 タリ.

即 チ兩棲 類 ニ於 ケ ルニ 大 目(有 尾 目及 無 尾 目)中 本 編 ニ於 テ ハ有 尾 目 ノ代 表 トシテHynobius

 nigrescensニ 就 テ詳 論 シ,更 ニ無 尾 目 ニ就 テ ハ稿 ヲ改 メテ記 述 シ,兩 者 ノ比 較 研 究 ヲ行 ハ ン ト

ス.尚 ホ附 言 スベ キ ハ肺 臟 原 基 發 生 ニ就 キテ ハ 之 卜密接 ナル 關 係 ヲ有 スル 氣 管 原 基 ノ發 生 ヲ モ
,

併 セ研 究 セ リ.之 研 究 上 便 宜 ナル ノ ミナ ラ ズ興 味 モ尠 ナ カ ラ ザル 爲 ナ リ.

抑 々兩棲 類 ノ肺 臟 原基 ノ發 生 ニ就 キ之 ヲ衣獻 ニ徴 スル ニ1875年Gotteニ 依 リテ 行 ハ レタル

 Unkeニ 就 キテ ノ研 究 ヲ以 テ始 マ リ,以 來 多 數 ノ學 者 ニ依 リ研 究 セ ラ レタ リ.

即 チ1900年GageノHyla pickeringii, Hyla versicolorニ 就 キ テ ノ研 究 ア リ.又HempsteadハRana

 catesbiana, Rana vireecensニ 就 キ研 究 シ,更 ニ1904年Spengelノ 發 表 ア リ.續 イ テGreilハ1895年, 1904

年, 1905年 ノ前後3囘 ニ亙 リ詳 細 ナ ル模 型 ヲ製 作 シ之 ヲ徹 底 的 ニ研 索 セ リ.就 中1905年 ニ於 ケ ル發 表 ハ

Bombinator igneus其 ノ他5種 ノ無尾 兩 棲 類 ニ就 キ研 究 シ,共 ノ研 究 ノ精密 模 型 製 作 ノ技 巧 ,且 研 究 動 物 ノ

多 種ナ ル點 ニ於 テハ 他 ノ追 從 ヲ許 サ ザ ル モ ノ ア リ. 1906年GoppertハHertwig Handbuch中 ニ其 ノ所 論 ノ

一端 ヲ發表 セ リ.

又Makusohok(1911-1913)ハ 主 トシテ兩棲類 ト種屬的 ニ密 接ナル關係 ヲ有 スル魚類 ノSchwimmblase

ト肺臟原基 ノ發生學的比較研究 ヲ行 ヒ タリ.以 來之 ガ研究 ハ中絶 シタルモ 昨年 ニ リ梅林 ノ本邦特棲大 山椒

魚ニ就キテノ發 表ヲ見 タリ.
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2936 藥 師 寺 忠 志

而 シテ之等諸 學者 ノ研究結果 ヲ總括 スルニ最初Gotte, Spengerノ 學派 ハ肺原基 ハ最尾側腮嚢 ヨリ發生 ス

ル モ ノ ナ リ ト論 ジ タ リ.即 チGotteハPaarigen, seitlichen Darmblatten, die dicht hinter der letzten 

(d. h. funften) in den Kopf vorgeruckten Schlundfnlten entstehen.卜 論 ジ 其 ノ 結 論 ニ 於 テDie Lungen

 weniger weit veranderte Homologa der Darm oder Innerkiemen seien, als andere Bildungen(Paukenhohle).

卜主 張 セ リ.

次 デGreilハUltimobranchialkorper, LungennnlageトSchlundtascheノ3者 ノ關 係 ヲ詳 細 ニ研 究 シGotte

ノ所 論 ヲ辯 駁 シ,肥 嚢 ト肺 臟 原 基 ハ發 生 過 程 中全 ク時 間 的 ニモ 部 位 的 ニ モ 無 關 係 ナ ル コ 卜ヲ主 張 シ,唯 ダ

Gotteノ 所 論 中 肺 臟 原 基 ハ 有 對 性 ニ發 生 スル ト ノ事 實 ノ ミハ 肯 定 シ得 卜極 言 セ リ.

以 來 兩 棲 類 ノ肺臟 原 基 ハ 有 對 的 ニ腮 腸 ヨ リbilateralニ 發 生 ス ル事 バ一 般 ニ信 ゼ ラル ル ガ如 シ.

然 レ共 其 ノ詳 細 ニ至 リテ ハ學 者 ニ依 リテ見 解 ヲ異 ニ セ リ.即 チHempsteadハ 兩 棲類 ノ或 種 ニ於 テ ハ肺 臟

原 基 ハ 前 腸 壁 ヨ リsolidノAuswuchsヲ 以 テ.始マ ル ト論 ジ,又 肺 原 基 ト氣 管 原 基 ノ部 位的 時 間 的 關 係 ニ就 キ

テ.モ,

1) Goppertノ 如 ク最 初 ニventromedianrinneヲ 生 ジ,二 次的 ニ左 右 ノprimitive Lungensacke ガ 尾端 ヨ

リ發庄 ス ト見 ル モ ノ ト,

2) Greil,梅 林 兩氏 ノ如 ク 前 腸 ノ兩 側壁 ニ有 對 ノLungenrinneヲ 生 ジ,ソ レ ヨ リニ 次的 ニ前 腸 ノventro-

medianニLarygotrachealanlageヲ 發 生 ス ル ト見 ル 者 トア リ.

又氣管原基 ニ就 キテ モ其 ノ内腔 ハ.

1) Greilノ 如 ク發 生 ノ經 過 中一 時 閉 鎖 シLaryngotrachealhohlraumト シテ 再 ビ内腔 ヲ生 ズ 卜主張 ス ル モ

ノ ト,

2) 梅 林 ノ發 表 セ ル如 クLaryngotraohealanlageハ 發生 全 過 程 中 内腔 閉鎖 ヲ起 ス事 ナ シ.卜 主 張 スル者 ト

ア リ.

又研究 動物 ニ就キテ モ上述 ノ諸學 者 ノ研究ハ兩棲類 中無尾 目ニ屬 スルモ ノ多 ク,僅 ニ梅林 ハ大山椒魚(皮

孔亜 目)ノ ミ有尾 目ニ屬 スルモ ノナ リ.余 ガ試 驗動物 タルHynobius nigrescensハ 有尾 目(蠑 源亜 目)ニ 屬

スモル ノニ シテ寡聞 ナル著者ハ未ダ之ガ肺原基 ノ發生 ニ關 スル業績 ヲ見ズ.

此處ニ於テ著者 ハ敷波教授仙臺地方ニ於 テ蒐集 セラ レタル前述ハHynobius nigrescensニ

就キテ上記 ノ諸種ノ疑問ヲ解決 スルノ目的ヲ以テ研究 ニ從事 シ,些 力兩棲類特ニ有尾目ニ於ケ

ル氣管竝 ニ肺原基ノ形態學的發生ニ資 スル事 ヲ得 タルヲ以テ此處 ニ詳論 セントス.

2.材 料及 ヒ研究方法

著 者 ハ 材料 トシテHynobiusノ 胎 仔 ノ中 ヨ リ外 形 體 長(全 長及 ビ項 肛 長)ヲ 考 慮 シ,余 ガ研 究 ニ必 要ナ ル

階 程 ニ ア ル モ ノ32箇 ヲ選 ビFormol-Alkoholニ テ 固定 シ,染 色 ハBoraxkarminニ 依 リテStuckfarbungヲ 行

へ リ.

次 ニ「パ ラフイ ン」ニ包埋 シ切截 方向ハ正確 ニ長軸 ニ シテ垂直 ニ(即 チquer)行 ヒ厚 サ10μ ノ連續切片 ヲ

作 リ,顯 微鏡的檢 査 ヲ行 フ ト共 ニ,必 要 ナル部分 ヲEdingerノZeichenapparwtニ 依 リテ100倍 ニ擴大シ,厚

サ1mmノ 蝋板 ニ描寫 シBorn-Peter氏 法 ニ從 ヒテ實 物100倍 ノ象形複成模型 ヲ製作 シ,以 テ顯微鏡論檢査
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兩棲類肺臟原基 ノ形態學的發生 ニ就 テ(其 ノ1) 2937

ノミニ依 リテハ到底形態 ヲ想像 シ難 キヲ如 實ニ表 現 シ,確 定的實證 ヲナシ,加 フルニ實測 ノ便 ヲ レリ.

余ガ檢索 ニ用 ヒタル材料體長胎 仔記號模 型等 ヲ表記ス レバ次 ノ如 シ.

3. Hynobius各 胎仔ニ於ケル肺臟原基 ノ観察

第1階 程　 胎 仔 記 號Nr. 111

全長9.0mm項 肛 經7.0mmノ 胎 仔 ニ シテ,外

形上輕 度 ノ項 屈 曲 ヲ認 ム ル他 殆 ド垂 直 ナ リ.腹 部

ハ卵 黄 ノ爲 ニ 著明 ニ膨 隆 ス.

a.顯 微鏡 所見

腮 嚢 ハ1, 2, 3共 ニ外 胚 葉 ニ達 ス ル モ4ハ 其 ノ

發育幼 稚 ナ リ. 2箇 ノ外 腮 ヲ認 ム ル モ其 ノ内l箇

ハ發育 充分 ナ ラズ.心 原基 ハ著 明 ニ發 育 セ ル モ肝

原基 ヲ未 グ認 メズ.

第3腮 嚢ヨ リ尾 方ニ腮腸 ノ内腔 ヲ追及 シテ鏡檢

スルニ,始 メハ横徑 ニ細長 ク尾方 ニ進 ムニツ レテ

矢状徑 ヲ伸展 シ來ル.而 モ其 内腔ハ頭方ハ於テハ

背則ニ廣 ク腹側 ニ狭 シ.漸 次尾方 ニ進ム ニ從 ヒ心

臓原基 ト脊索 ノ間 ニ於テハ,前 腸ハ左右兩側 ヨ リ

壓迫セラレテ横經 ヲ短縮 シ,背 腹 ニ縦溝状 ヲ呈ス

ルニ至ル,

然レ共Fig. 1ニ 見ル如 ク其 ノ内腔 ハ背腹 兩端共

圓形ニ シテ角 ヲ有 セズ.且 腹側 内腔 モ其 ノ先 端 ニ

何等ノVertiefungト シテ認 ム ベキ モノナ シ,前 腸

壁モ亦橢圓形 ヲ呈 シ膨隆 セル處 ナシ.組 織學的 ニ

ハ前腸壁ハ未發育 ノ胎 生細 胞ヲ以テ作 ラ レ多量 ノ

卵黄粒 ヲ有 ス.

Fig. 1.

Nr. 111前 腸 中央 部 横斷 切 片 前腸 内腔 ハ 背 腹

共 ニ角 ヲ有 セ ズ且 前 腸 壁 モ 側 方 ニ膨 隆 セズ.

 R.=Ruckenmark　 H.=Herz.

C.=Chorda dorsalie
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b.模 型所見

本 時期 ニ於 ケル前腸外形 ヲ模型ニ就 キ檢 スルニFig. 2, 3ニ 見 ル如 ク外 形 上制 ナル所見 ヲ認 メズ
,印 チ

前腸 ハ頭方 ヨ リ尾方 ニ進 ムニ ツレテ 前述 ノ如 ク次第 ニ矢状徑 ヲ伸展 シ來ル爲 メ前腸外壁 モ之
二ツレテ前後

ニ長 クナ リ,特 ニ腹 側壁 ハ前方 ニ突出 セ リ.即 チ本時期 ニ於テ ハ肺臟 原基 トシテ認 ムベキモノナシ
.

Fig. 2.

Nr. 111前 腸外壁模型(100/1)前 面前腸 側壁 ニ於テハ肺原基

ノ初現 卜認 ムベキ膨 隆ナ シ.

Fig. 3.

Nr. 111前 腸 外 壁模 型(100/1)右 側 面.

第2階 程　胎仔 記號Nr. 106

全 長10.0mm項 肛徑7.0mm外 観 上前時期 ヨ リ腹部 ノ膨隆 ヲ減 ジ背方 ニ輕度 ニ彎曲セルヲ見ル.

a.顯 微鏡所見

腮嚢 ハ1, 2, 3共 ニ外胚葉 ニ達 シ4ハ 達セズ. 3對 ノ外腮 ヲ認 メ1, 2ハ 發育幼稚 ナルモ3ハ 發育良好ナ

リ.嗅 板 ハ著明 ニアラバ レ聽胞 ハ完全 ニ閉鎖 ス.心 臟 原基 ハ著 明ナルモ肝 原基 ヲ認 メズ.
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兩棲類肺臟原基ノ形態學的發生ニ1就テ(共 ノ1) 2939

本時期ニ於テ最尾側 ノ腮 嚢 ヨリ尾 方ニ腮

腸 ヲ鏡檢スルニ漸次 前腸 内腔ハ基底 ヲ腹方

ニ置 キ其頂角 ヲ背方ニ有 スル不等邊鋭角三

角形 ノ状ヲ呈 ス.而 シテ右邊ハ内方ニ弧 ヲ

描キテ彎曲セリ.同 時 ニ前腸壁 モ此内腔h、

略ボ並行シテ不正三角形状 ヲ呈 セ リ.更 ニ

尾方ニ追及ス レバFig. 4ニ 示 ス如 ク該 三角

形ノ腹側 ニ位 スル兩底角 ハ左右 共ニ兩側方

ニvertiefenシ 特ニ右 方ニ於テ著明ナ リ,

之 ト同時 ニ其 ノ部 ノ前腸 側壁 モbilateralニ

肥大セルヲ認ム.

尚ホ尾方 ニ進 ムニツ レテ兩側壁 ハ接近 シ

來 リ該三角形ハ次第 ニ短縮 シ來 ルモ,腸 壁

ノ肥厚ハ依然 トシテ存在 シ却 ツテ漸 次増大

シ來 レルヲ見 ル.カ クシテ尾方 ニ進 メバ内

腔ハ背腹 ニ伸張セル縱溝 ヲ呈 スルニ至 リ,

同時ニ腸壁 モ卵 圓形 ヲ呈 シ前腸 ノ兩腹 側壁

モ膨隆 ヲ失 ヒ卵黄腸管 ニ移行 ス.

b.模 型所見

前腸外形 ヲ模型 ニ就キ見 ルニFig. 5, 6

ニ示ス如 ク著明ナル變化 ヲ認 ム.即 チ前述

ハ前腸腹側 内腔 ノVertiefungニ 相當 シテ

前腸外壁 ハ兩側 方 ニ著明 ナル有對的 ン膨隆

ヲ認ム.之 即チ兩肺臟原基 ノ初 現 ニシテ左

右殆 ド同形 ヲ呈 ス.

之ヲ模型ニ就 キテ實側 スルニ

左右 兩肺 原 基 間 ノ最 長距 離55.0mm

左 右 兩肺 原 基 間 ノ最 短 距 離31.0mm

ヲ算 ス即本 時 期 ニ於 ケル 前 述 ノVertiefung

ハGreilノ 所 謂Lungenrinneニ シテ 肺 原

基 ハ模 型 ニ示 ス如 クpaarigニbilateral

symmetrischニ 發 生 セ リ.而 シテ 本 時 期 ニ

於 ケル肺 原基 ハ前 述 ノ如 ク前 腸 壁 ノ膨 隆 ト

シテ現出 シHempsteadノ 説 ノ如 クsolidナ

ル發生 ヲ認 メズ。

Fig. 4.

Nr. 106前 腸 中 央部 横 斷 切 片 前 腸 内 腔 ハ兩腹

側 ニ陷 入 シ之 ニ伴 ヒ前 腸 腹 側壁 モ膨 隆 セ リ.

Lr.=Lnngenrinne

Fig. 5.

Nr. 106前 腸 外 壁 模 型(100/1)前 面 兩 側壁 ニ

著 明 ナ ル有 對 性 ノ膨 出 ヲ認 ム.

La.=Langenanlage
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Fig. 6.

Nr. 106前 腸 外壁 模 型(100/1)左 側 面.

第3階　程 胎仔記號Nr. 115

全長9.0mm項 肛徑7.0mm外 形殆 ド前 時期 卜同標 ナ リ.長軸 ハ眞直 ニシテ何等 ノ彎曲 ヲ見 ズ.

a.顯 微鏡所見

腮嚢 ハ第1, 2, 3, 4何 レ モ外胚 葉 ニ達 シ.

外腮3對 ヲ發生 シ第3ハ 巨 大ニ發育 ス.嗅 板

ハ半圓形 ヲ呈 シテ陷入 シ,視 器 ハ既 ニ眼盃 ヲ

發生 シ,水 晶體中 ニハ尚 ホ空隙 ヲ存 ス.聽 胞

ハ完 全 ニ閉鎖 シ壁ハ圓柱形 ノ細胞 ヲ以 テ作 ラ

ル.肝 脾原基共 ニ未 ダ明瞭 ナラズ.

心臟 原基 卜脊索 ノ間 ニ位 ス几腮 腸内腔 ハ始

メ横徑 ニ長 ク矢状徑 ニ短 シ.尾 方 ニ進 ムニ從

ヒテ 前腸腹壁 ハ腹 側心塊 ノ方向 ニ膨出 ヲ始 ム

ルヲ認 ム.而 シテ 尚ホ尾 方 ニ進 メバ横徑 ト矢

状徑ハ 其 ノ位置 ヲ轉倒 シテ矢状 徑ハ遙 ニ横徑

ヲ凌駕 スルニ至 ル.而 シテ腸管内腔 ハ前時期

ノ如 ク鏡三角形 ヲ呈 シ頂點 ヲ背 方 ニ向 ケ基底

ヲ腹 方 ニ置 ク,頂 角ハ前時期 ノモ ノヨ リ尖鋭

ナ リ.更 ニ尾方 ニ及 ベパ底邊 ヲ短 縮 シ爲 ニ前

腸 ノ内腔 ハ次 第ニ左右 ヨ リ壓 セラレテlッ ノ

Rinneヲ 作 ル.其 ノRinneハ 中央 部 ニ多 少 ノ

絞扼 ヲ生 ジ本 動物 ニ於テハ比較 的明瞭 ナ ラザ

レ共Fig. 7ニ 示 ス如 クventrnle Darmrinne

卜doraale Darmrinneト ニ分離サ レン トス.

Fig. 7.

Nr. 115前 腸 中 央 部 横 噺 切 片 前腸 内腔 ハ背

側 及 ビ腹 側 ノDarmrinneヲ 生 ズ.

Vdr.=ventrale Darmrinne

Ddr,=dorsale Darmrinne
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兩棲類肺臟原基ノ形態學的發生ニ就テ(其 ノ1) 2941

ventrale Darmrinneノ 兩腹 側隅 ハ腸 壁 ニ陷 入 シ前述 ノLungenrinneヲ 生 ズ之 ニ伴 ヒ前 腸 壁 モ亦 著 明 ニ膨 隆 、

セ ル ヲ見 ル.唯 ダ 前 時期 ヨ リ異 ナ レ ル變 化 ハ 兩 側 ノLungenrinneノ 間 ニ介 在 ズル 前 腸 ノ腹 側壁 内腔 ハ腹 方

ニ多少膨 出 シ,兩 側 ノRinneヲ 結 合 セ ン

トス.而 シテ 其 ノ部 ノ前 腸 壁 ハ非 常 ニ非

薄 トナル.然 レ共 當 該 前 腸 腹 側 ノ外 壁 ハ

之 ニ反 對 ニ前 腸 内壁 ニ向 ヒ多 少 陷 沒 セ リ

之即 チBifurkationsrinneナ リ.

b.模 型 所 見

前時 期 ニ於 ケル 前 腸 側壁 ノ變 化 ハ更 ニ

本 時期 ニ於 テ ハ 前腸 ノ前 腹 側 ニ波 及 シ來

ル.即 チFig. 8, 9ニ 示 ス如 ク肺 原基 ハ

前腸 腹 側 中央 部 ニ接 近 シ來 ル ト共 ニ上 述

ノBifurkationsrinneニ 依 リ兩 原基 ハ互

ニ結合 サ レ 其 ノ境 界 ハ次 第 ニ明 瞭 ヲ缺 ク

ニ至 ル.而 シテ模 型 ニ見 ル如 ク該Bifu

rkationsstelleハ 背 方 ニ多 少 陷 沒 シ未 ダ左

右 肺原 基 ノ區 別 ヲ可 能 ナ ラ シム.尚 ホ該

Bifurkationestelleヨ リ頭 方 ニ向 ヘル 部 ノ

多少 膨隆 セル ハ 之 次 期 ニ起 ルLaryngo

trachealanlaigeヲ 想 像 セ シム.

今之ヲ模 型ニ就 キテ實測 スルニ

兩肺原基間 ノ最長距離38.0mm

兩肺原基間 ノ長短距離18.0mm

腸管壁 ヨリノ膨隆(最 高)4.0mm

即チ前時期 ヨリ最長及 ビ最短距離著 シ

ク短縮セ リ.

要 スルニ本時期 ニ於テハ兩肺 原基 ハ前

腸 ノ腹側中央 ニ接近 シ來 ル ト共 ニBifu

rkntionsrinneニ依 リ結合サレテ其 ノ境 界

次第ニ明瞭 ヲ訣 クニ至 ル.

Fig. 8.

Nr. 115肺 原 基 模 型(100/1)前 面 兩 肺 原 基 ハBifur

katiollsstelleニ 依 リテ 結 合 サ ル.

Bf.=Bifurktetionsstelle

Fig. 9.

Nr. 115肺 原 基 模 型(100/1)右 側 面

第4階 程　胎仔記 號Nr. 113

全長10.0mm項 肛徑7.0mm腹 部ハ僅 ニ膨隆 シ背 部 ハ稍 々彎曲 ス.

a.顯 微鏡所見

4箇 ノ腮嚢 ハ外胚葉 ニ達 シ外腮4對 發生 ス.眼 盃ハ完成 シ,水 晶體 ハ尚ホ半 月形 ノ内腔 ヲ有 シ,眼 莖ハ内

尾方ヨリ進入 シ細長 シ.聽胞ハ背側 ニ内淋巴管 ヲ發生セ ントス.肝 原基ハ次第 ニ著明 トナルモ膵脾 原基 ヲ認
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メ ズ.本 時 期 ニ於 テ ハ 最 尾 側腮 嚢 ヨ リ尾 方 ニ於 テ腮 腸 ハ 著 明 ナ ル愛 化 ヲ起 ス ヲ見 ル.即 チFig. 10ニ 示 ス如

ク共 ノ腹 側壁 ハ嚢 状 ニ腹 方 ニ膨 隆 シ來 ル爲 ニ,前 腸 内腔 ハ楔 状 トナ リ,其 ノ結 果腹 正 中部 ニ縮走 ス ルRinne

ヲ生 ズ.之 即 チGreilノ 所 謂Laryngotrachealrinneニ シテ 切 片 ニ於 テ 約100μ.ノ 距 離 ニ 於 デ著 明 チ リ.

 Goppertハ 之 ヲLunrenrinneト 稱 セ リ.

更 ニ尾方 ニ追 及スレバFig. 11ニ 示ス如 ク腹側壁 ノ膨隆 ハ盆々増大 シ其 ノ膨隆 ノ腹側隅ニGreilノ 所謂

Lungenrinneヲ 發生 シ來ル.更 ニ尾方 ニ於テハ腹側壁膨隆 ノ中央部 ハ左右 ヨリ壓迫セ ラ レテ前腸 内腔 モ之

ニ伴 ヒ狭窄 セラ レ前腸 ノ腹 側端ハ脱腸 様ニ肥 大スルヲ見 ル.之 次期 ニ於テ起ル呼 吸,消 化系 ノ兩原基 ノ分離

セ ントスル前提 ナ リ.

而 シテ 前腸 内腔 ノ背側ハ共 ノ間腹側内腔 ト直角 ニ横溝 ヲ長 ク持續ス.更 ニ尾方 ニ追及ス レバ 腹側 ノ膨出

モ消失 シヨレニ伴 ヒ前腸内腔 モ四角形 ヲ呈 シ同時 ニ前腸外形 モ圓形 トナル之即チ胃 原基 ナ リ.

Fig. 10.

Nr. 113前 腸 頭 部 横 断 切片 前 腸 ノ腹 側壁 ハ

嚢 状 ニ腹 方 ニ膨 隆 セ リ.

L. t. r.=Laryngotraohealrinne

Fig. 11.

Nr. 113前 腸中央 部横噺 切片前腸腹側壁 ノ膨隆

ハ盆 々増大 シ來 リ其先端腹側隅 ニLungenrinne

ヲ發生 ス.

b.模 型所見

前 時 期 ニ起 レルBifurkationsstelleノ 變 化 ハ 更 ニ其 ノ度 ヲ増 シ來 ル之 ヲFig. 12, 13ニ 見 ル ニ左 右 ノ肺 原

基 ハ 前 腸 ノ腹 壁 中央 部 ニ進 ミ互 ニ結 合 セ ル爲 兩 肺 原基 間 ノ距 離 ヲ短 縮 シ 爲 ニ區 別 不 明 トナ ル.更 ニ著 明ナ

ル變 化 ハ 該Bifurkationsstelleヨ リ頭 方 ニ於 テ 前 腸 ノ腹 正中 部 ニ1ツ ノ縱 ノ 隆 起 ヲ見 ル.之 即チLaryngo

trachea1anlageナ リ.カ ク シテ 左 右 肺 原 基 及 ビ氣 管 原 基 ノ下 端 即 チBifurkationsstelleハ 一 塊 トナ リテ
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Spranchnopleurn中 ニ膨 出 スル ヲ認 ム.今 模 型 ニ就 キテ 實 測 ス ル ニ

兩肺原基間 ノ最長距離　 26.0mm

氣管原基 ノ長サ　 10.0mm

肺原基 ノ前腸壁 ヨ リノ膨出(最 高)　 17.0mm

要 スル ニ 本 時 期 ニ於 テ ハ 前 時 期 ニ於 ケル 前 腸 壁 ノ變 化 ハ 更 ニ腹 上方 中 央 ニ波 及 シ來 リ爲 ニLaryngotra-

chealanlageノ 發生 ヲ見 ル.而 モ兩 肺 原 基 ハ 益 々接 近 シ來 ル結 果 互 ニ結 合 シテ 共 ノ區別 不 明 トナ ル.

Fig. 12.

Nr. 113肺 基 原 基模 型(100/1)前 面Bifurkationsstelleヨ リ頭 方 前 腸

ノ腹 正 中 部 ニ隆 起 ヲ認 ム.

L. t. a.=Laryngotrachealanlage

Fig. 13.

Nr. 113肺 原基 模 型(100/1)右 側 面.
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第5階 程　胎仔 記號Nr. 118

全 長12.0mm項 肛徑8.0mm,體 長 直線 状 ニ シテ 何 等 ン彎 曲 ヲ認 メ ズ.外 腮 ハ明 瞭 ニ肉 眼 ニテ メ得 ル ニ至

レ リ.

a.顯 微鏡所見

6對 ノ腮 嚢 ヲ發生 シ内5對 ハ外胚葉達 ニ達 ス.嗅 窩ハ盆々陷沒 シ内壁ハ扁平上皮細 胞ヨ リ形成 サル.眼 盃

ハconcavノ 度 ヲ増 シ内外 兩壁 間 ノ間隙

ヲ縮小 シ内層 ニハ色素 ヲ含有 ス.聽 胞 モ

亦内層ハ圓柱状細胞 ヨ リ成 リ,内 淋巴管

ヲ發生 セ ントス.肝 原基 ハ盆 々著 明 トナ

リLeberzellbalkenヲ 作 リ胃原基 モ漸次

圓柱上皮 ニ化 成セ ントシ,胃 原基 ノ尾端

左背側方 ニ脾原基 ノ初現 ヲ認ム.膵 原基

ハ 著明ナ ラズ.

先 ヅ前腸 内腔 ヲ頭 方 ヨ リ鏡檢ス ルニ,

前 時期 ノ如 ク共 ノ内腔 ハ先ヅ腹方 ニ嚢状

ノ膨出 ヲ以テ始 マル.漸 次尾方 ニ向 フニ

伴 ヒ, Fig. 14ニ 示 ス如 ク前腸内腔ハ左

右 兩側 ヨ リ壓迫 セラレテ尾 方約110μ ノ

所 ニ於テ腹側 内腔 ト背側 内腔 トノ2ツ ニ

分離サ ルルニ至 ル,背 側 内腔 ハ消 化管原

基 ニ シテ腹側内腔ハ呼吸器 原基ナ リ.而

シテ之 ヨリ尾方 ニ進 メバ氣管 内腔 モ次第

ニ背腹 兩面 ヨ リ壓迫 セラレテ左右 ニ走 レ

ル溝状 ヲ呈スル ニ至 ル.夫 レヨ リ尾方約

50μ ニ於 テ其 ノ内腔 ハ左右 ノ肺原基 ノ内腔 ニ分 岐セル ヲ認ム.

Fig. 14.

Nr. 118肺 原基中央 横断切片 前腸 内腔ハ左右 ヨ

リ壓迫 セ ラレテ背 側及 ビ腹側内腔 ニ分離セ ントス.

b.模 型所見

模 型 ニ就 キ テ 見 ル ニ前 時 期 ニ起 レル腹 正 中部 ニ位 ス ルLaryngotrachealanlageノ 下 端 ヨ リ腹 尾 方 ニ於 テ 明

瞭 ニ 左 右 兩 肺 原 基 ハ側 尾 方 ニ嚢 状 ニ膨 出 セ ル ヲ認 ム(Fig. 15, 16)之 即 チprimitive Lungensackchenニ

テ之 ヲ模 型 ニ就 キテ 實 測 ス ル ニ,

氣 管 原 基 ノ長 サ　 13.5mm

右 肺 原 基 ノ長 サ　 17.0mm

左 肺 原基 ノ長 サ　 6.5mm

ヲ算 ス.勿 論 前述 ノ如 ク氣管及 ビ肺原基 ハ前腸腹 側壁 ニ密着 シ前腸組織 卜分離セ ズ.而 シテHynobiusニ

於 テハ既 ニ本時期 ニ於 テ兩肺原基ハ不等 ノ發育 ヲナ シ右 肺原基 ハ左肺 原基 ニ比 シテ長 シ.
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Fig. 15.

Nr. 118肺 原 基 模 型(100/1)前 面 肺 原 基 ハprimitive Lungen-

sackchenト シテ 膨 出 ス.

P. 1. s.=prjnmitive Lungensackcheu

Fig. 16.

Nr. 115肺 原 基 模 型(100/1)右 側 面.

要 スル ニ本時 期 ニ於 ケ ル著 明 ナル變 化 ハ,呼 吸 原基 ハ先 ヅLaryngotrachealanlageヲ 發生 シ來 ル ト共 ニ尾

方肺 原基 ハ 固有 腸 管 ヨ リ内 腔 ヲ分 離 シ來 リ,同 時 ニ兩 肺 原 基 ハprimitive Lungensackchenト シテSpran-

chnopleura中 ニ膨 出 ス,而 シテ分 離 ハ 尾 方 ヨ リ頭 方 ニ進 ミ ツツ ア ル ヲ認 ム.

第6階 程　胎仔記號Nr. 117

全長11.0mm強 項 肛徑8.0mm輕 度 ニ背方 ニ彎曲 ス.既 ニ本 時期 ニ於 テハ腹 部卵 黄ハ外 顴上認 メ難キ マ

デニ縮小 スル ニ至 レリ.

193



2946 藥 師 寺 忠 志

a.顯 微鏡所見

腮嚢 ハ5箇 共外胚 葉ニ達 シ内2箇 ハ外 方 ニ開 ロス.外腮4對 共發育可良 ナ リ.眼 盃 ハ深 ク彎曲シ水晶體ハ

上皮 既 ニ完成 シ眼莖 ハ細長 ク尾 内方 ヨ リ入 ル.聽 胞 ニ於 ケル内淋巴管ハ一層明瞭 ニ發育ス.肝 原基ハ次第 ニ

卵 黄塊 ヲ失 ヒ明瞭 ニZellbalkenヲ 作 ル.脾 原基モ又一 層明瞭 トナ リ胃原基 ノ尾方卵 黄腸管 ノ左背側方ニ紡

錘 形ヲナセル ヲ見 ル.膵 原基 ハ始 メテ識別 シ得ル ニ至 ル.

本時 期ニ於 ケル前腸 ヲ尾 方ニ向ヒテ鏡 檢スル ニ,先 ヅ前腸 ノ腹壁ハ輪状 ニ背 側ニ向 ヒ其 ノ内腔 ヲ閉鎖 シ

來 ル.之 即 チAditus ad laryngeumナ リ(Fig. 17).即 チ氣管ハ消化管系 ヨリ完全 ニ内腔 ヲ分離 スルニ至 ル.

カク シテ 氣管原基 ハ食道 原基 ノ腹 壁 ニ密 着 シ 其 ノ正中部 ヲ尾方へ走 ル.此 時氣管原基 ハ内腔 恰モ閉鎖セル

如 ク見 ユルモ,之 ヲ精細 ニ檢 ス レバ依 然小 圓形 ノ内腔 ヲ僅 ニ認 メ得.更 ニ尾方 ニ向ヒ氣管分岐部ニ達 スレバ

其 ノ内腔 バ一層 明瞭 トナ リ左 右 ニ走 レル溝状 ヲ呈 シ,其 ノ壁 モ同樣ニ左 右徑 ヲ伸張 シ來ル.而 シテ氣管内腔

ハAditus ad Iaryngeumヨ リ約200μ 尾方 ニ於テ左右 ノ肺原基 ノ内腔 ニ分岐ス.尚 ホ尾 方ヲ鏡檢 スレ バ兩肺

原基 ノ内腔ハ速 昌消失 シ肺 原基 ハ胃原基 ノ兩側壁 ニ細胞群 トシテ密着 シ恰 モ胃原基 ノ腹側方 ノ膨隆 ノ如 キ

観 ヲ呈 ス.

Fig. 17.

Nr. 117喉 頭入 口部横断 切片.

 Ad.=Aditus ad laryngeum

b.模 型所見

本時期 ノ前腸外壁 ヲ模 型 ニ就 キテ見 ルニ呼 吸原基 ハ更 ニ明瞭 トナル.即 チ 嚢状 ニ膨出セ ル兩肺原基ハ更

ニ側尾方 ニ伸展 シ更 ニ胃原基 ノ兩側壁 ヲ後尾 方ニ降 リ,右 肺原基 ハ腹前方 ニ左肺原基ハ後背方ニ向 ハント

スル傾 向 ヲ詔 ムFig. 18及 ビ19ニ 明瞭ナ リ.氣 管原基モ之 ニ伴 ヒ長サ ヲ伸展 ス.之 ヲ模型 ニ就キテ實測ス

ノレ ニ.

氣 管 原 基 ノ長 サ　 20.0mm　 右 肺 原基 ノ長 サ　 20.0mm

左 肺 原 基 ノ長 サ　 13.0mm　 兩 肺 原 基 ノ長 サ ノ差 7.0mm

ヲ算 ス.
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Fig. 18.

Nr. 117肺 原 基 模 型(50/1)1/4縮 小 冩載 前 面 兩

肺原基 ノ膨 出 更 ニ甚 ダ シク左 肺 ハ 後 背 方 ニ 右 肺

腹前方 ニ向 ハ ン トス.

R. l. a.=rechte Lungenanlage

L. l. a.=linke Lungenanlage

Fig. 19.

Nr. 117肺 原基 模 型(100/1)右 側 面

之 ヲ要 スルニ本時期 ニ於テハ前時期 ニ於テ尾 方 ヨ リ頭方 ニ向 ヒ起 リツツア リシ消化器,呼 吸器 ノ兩管系

ノ内腔 ノ分離 ハ全 ク完成 シ頭方Aditus ad larpngeumニ 於テ結 合セルノ ミトナル.然 レ共組織學的 ニハ氣

管,肺 ノ兩原基ハ消化原基 ト密着 シ互 ニ結合セル ヲ認 ム.而 シテ本時 期ニ於 テモ氣管 内腔 ハ閉鎖 スル如 ク見

ユルモ之 ヲ精細 ニ檢ス レバ依然僅 ノ通路 ヲ殘 シGreilノ 所謂氣管原 基ハ發生 ノ經過 中内腔 一時閉鎖 ス トノ

説ハ余 ノ檢索 ニ於テハ認 メ得 ザ リキ.

第7階 程　 胎 仔 記 號Nr. 107

全長11.0mm張 項 肛徑8.0mm外 形 前時期 ト略 ボ同様 ニ シテ尾部 ハ輕 度ニ背 方ニ彎 曲ス.

a.顯 微鏡 所見

各腮弓ハ著明 ニ發育 シ頭 蓋及 ビ腮弓 ニハ既 ニ軟骨様組織 ノ發生セ ルヲ見 ル.眼 盃 ハ卵圓形 ヲ呈 シ 内壁 ハ

多暦扁平上皮 ヲ以テ作 ラレ水晶體 上皮 ハ圓柱細胞 ヨ リ成 リ側 方ニ突出 ス.聽 胞 モ亦圓柱形細胞 ヨ リ成 リ前

述ノ内淋巴管ハ末端膨隆 セルヲ認 ム.肝 原基 ノZellbalkenモ ー層著明 トナ リ多形 又ハ 圓形 ノ核 ヲ有 スル細

胞ヨリ成ル.脾 原基 モ亦益々發育ス.

本時期ニ於 ケル呼吸及 ビ消化 器原基 ヲ鏡檢 スルニ 兩原基 ハLarynxノ 部 ヲ除 キ組織 ガ互 ニ獨立セ ントス

ル傾向ヲ認 メ得.即 チLarynxノ 部 ニ於テ兩 原基ハ先 ヅ内腔 ヲ分離 シ氣管原基ハ食道原基 ノ中央 ヲ尾 方ニ

走ル.而 シテ頭方 ニ於テハ氣管 原基ハ全 ク食 道 ニ密着 セル モ,次 第 ニ背腹 ヨ リ扁平セ ラレ爲 ニ横徑 ヲ伸 シ,

同時ニ内腔 モ横 ニ向 ヘル溝状 ヲ呈ス ルニ至 ル.而 モ氣管食道 ノ兩原基 ハ尾 方ニ進 ムニ從 ヒテ 次第 ニ分 離 シ

來 リ或ル位置ニ於テハ組織間 隙ヲ認 メ得.カ クシテLarynx入 口部 ヨ リ尾方約230μ ノ所 ニ於 テ氣管 原基 ノ

内腔ハ兩肺原基 ニ分 岐 ス.而 シテ間 モナ ク兩肺原基ハ内腔 ヲ消失 シ,肝原基 ト胃 原基 ノ兩側 方ヲ胃原基 ニ密

着シタル細胞塊 トナ リ尾 方ニ降 ル.

b.模 型所 見

模型 ニ就キテ檢 スルニFig. 20, 21ニ 示 ス如 ク氣管及 ビ兩肺原基バー層長サ ヲ増大 シ來 ル ト同時 ニ右 肺原
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基 ハ左 肺原基 ニ比 シ長サ ヲ増大 シ來 リ,且兩肺原基 ノ位置 的關 係ハ益 々不同 トナル.即 チ右肺 ハ前腹 側方ニ

向ヒ左 肺ハ後背 側方 ニ伸 ビ來ル ヲ見 ル.模 型 ニ就 キテ實測 スル ニ,

氣 管 原基 ノ長 サ　 23.0mm

右 肺 原基 ノ長 サ　 29.0mm

左 肺 原 基 ノ長 サ　 25.0mm

ヲ算 ス.

Fig. 20.

Nr. 107肺 原基模 模(50/1) 1/4縮小寫 載前面兩肺原基

長 サ ノ差 異甚 ダシクナル ト共 ニ位置 ノ不同著明ナ リ.

Fig. 21.

Nr, 107肺 原 基 模 型(100/1)右 側面.

要 スル ニ本時期 ニ於 テハ兩 肺原基ハ益 々頭尾 方向ニ伸展 シ來ル ト同時 ニ左右肺原基 ノ位置的不同甚 ダシ

クナ リ.且 呼吸及 ビ消 化器 兩原基 ハ組織的 ニモLarynxノ 部 ヲ除キ分離 セ ントシツツア リ.
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第8階 程　胎仔記號Nr. 103

全長15.0mm項 肛徑9.0mmノ 胎仔

ニシテ前時期 ニ比 シ外形更 ニ發育 ス.依

然輕度 ノ背彎曲ア リ.

a.顯 微鏡所見

5箇 ノ腮嚢ハ全部外胚葉 二達 シ發育可

良ナリ.下 顎腮 弓其 ノ他 軟骨組織 ノ著 シ

キ發育 ヲ見 ル.眼 盃 ハ強度 ニ彎曲 シ内壁

ハ多量 ノ色素 ヲ證明ス.消 化 管内壁 モ卵

黄細胞 ヲ減少 シ胃原基 内ニハ既 ニ胃底腺

ヲ發生 セントス.肝 原基ハ著 明 ニ發育 シ.

膵脾原基共ニ發育可良 ナ リ.

本時期ニ於 ケル呼吸器 原基 ハ前時期 ニ

比シ著 シク發育 シ來ル.即 チLarynxヨ

リ尾方ニ進ムニ伴 ヒ呼吸器原基 ハ組織 學

的ニ全然消化管 ヨ リ分離 シ來 リ,且 前時

期ニ於テ稍 々明瞭 ヲ缺 ケル氣管及 ビ肺原

基内腔モ再 ピ擴 大 シテ著明 トナル.氣 管

ハ始 メ食道 ノ腹側心塊 ノ背 側 ヲ尾方 ニ走

リ肝原基 ノ背方 ニ至 レバ背腹 ニ壓平 セラ

レ横徑ハ非常ニ擴大 ス.而 シテAditus ad

 laryngeumヨ リ尾 方約280μ ノ所 ニ於 テ

氣管内腔ハ左右 兩肺 ニ分岐 ス(Fig. 22).

更 ニ尾方 ニ進 メバ右肺ハ膵原基 ト胃原

基,左 肺ハ胃 原基 ノ左外 方ニ位置 ヲ占 メ

遂ニ左肺原基 ハ胃 ノ左 方ヲ半周 シテ兩肺

原基共胃原基 ノ背 側脊索 ノ腹外側 昌介在

ス(Fig. 23).呼 吸原基 ノ壁 ハ次第 ニ菲薄

トナルモ多層圓柱 上皮 ヨ リ成 リ,依 然細

胞中ニハ圓形又ハ橢圓形 ノ核 ヲ有 ス.

b.模 型所見

本時期 ニ於テハ前時 期ニ比 シ呼吸器原

基ハ著 シク尾方 ニ伸展 シFig. 24, 25ニ

見ル如 ク長サヲ増大 スル ノミナラズ位置

ノ移動著明ナ リ.

Fig. 22.

Nr. 103肺 原 基 ノ頭 方横 斷 切片 兩肺 原 基 ハ

胃 原 基 ノ腹 方 ニ介 在 ス.
Le.=Leber M.=Magen

Fig. 23.

Nr. 103肺 原 基 尾 部 横 斷 切片 兩 肺 原 基 ハ胃

原基 ノ背 方 ニ轉 位 ス.

Da.=Darm P.=Pankreas Du.=Duodenum197
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即 チ前時期 ニ於 テ 後背側方 ニ向 ヒツ ツア リシ左 肺原基 ハ 食道中央 ヨ リ其 ノ左側 ヲ迂廻 シテ背側 ニ出 デ尾

方 ニ於 テハ 胃原基 ト脊索 ノ間 ニ位置 ヲ占ム ルニ至 レリ.之 ニ反 シテ 右肺原基 ハ食道 中央 ヨ リ右側方ニ出デ

胃 原基 ト脊索 ノ側外方 ニ下垂 ス.而 シテ兩肺共背腹 ヨ リ壓平 セラ レテ扁平 トナル.之 ヲ模型 ニ就キ實測スル

ニ,

氣 管原 基 ノ長 サ　 28.0mm

右 肺 原基 ノ長 サ　 88.5mm

左 肺 原基 ノ長 サ　 85.5mm

ヲ算 ス.

Fig. 24.

Nr. 103肺 原 基 模 型(50/1) 1/耳縮 小 寫 載 前 面 左 肺 原

基 ハ食 道 中 央 ヨ リ胃 原基 ノ背 方 ニ轉 位 ス

Tra.=Trachea

Fig. 25.

Nr. 103肺 原基模 型(50/1)

 1/4縮小 寫載 右 側面 肺 原基 ハ更

ニ尾 方 ニ 伸展 ス.

要 スルニ本 時期 ニ ケル著明ナル變化 ハ消化器及 ビ呼 吸器 兩原基 ハ組織學的 ニ分離 シ來ル ト共 ニ肺 原基 ハ

位置ハ尾方 ニ於テハ胃 原基 ノ背 方 ニ轉 位スル ニ至ル.

第9階 程　 胎仔 記號Nr. 104

全 長15.0mm強 項肛徑9.0mm尾 端少 シク背方 ニ彎 曲スル他外形殆 ド直線状ナ リ.外 腮 ハ羽毛状 ニ發育

ス.

a.顯 微鏡所見

頭蓋及 ビ腮 弓ニ於 ケル軟 骨組織ハ益 々發育 シ,眼 盃 ニ於テ ハ色素層,神 經層,筋 層 ヲ區別 シ得.水 晶體實

質 ト上皮 ノ間隙ハ消失 ス.肝 原基 内 ノ卵黄塊ハ殆 ド消失 シ.胃 及 ビ食道 原基 ノ圓柱上皮ハ明瞭 ニ認メラレ,

胃 原基 内ニ初 メテ 胃底腺 ノ發生 ヲ見 ル.膵 原基亦良 ク發育 シ脾 原基 ハ胃 原基 ノ尾端 ニ腸 管ト脊索ノ間ニ長

卵 圓形 ニ横 タハルヲ見 ル.
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本時期 ニ於 ケル呼吸器 原基 ヲ頭方 ヨ リ尾方 ニ追 ヒテ鏡檢 スル ニLarynxト 心塊 トノ間 ニ介在 スル壁 ハ非

常ニ菲薄 トナ リ,其 ノ部 ニ於テ背方 ヨ リ腹 方ニ内腔 ハ壁組織 ニ陷入 シ來 ル之即 チ喉頭入 口部 ナ リ.以下尾 方

ニ食道 原基 ノ中央 腹側 ヲ走ル1ツ ノ管腔ハ之即 チ氣管原基 ナリ.尾 方ニ進 メバ氣管,食 道 ノ兩原基 ハ組織全

ク獨立 シタダ兩者 ノ間 ニハ薄 キ間葉組織 ヲ以テ結 合セルヲ見 ル.而 シテ 氣管 ノ内腔 ハ初 メ圓形 ヲ呈 スルモ

次第 ニ卵圓形更 ニ横徑 ヲ伸 シテ横走 ノ講状 ヲ呈 ス.斯 クシテAditus ad laryngeumヨ リ尾方 約390μ ニ於

テ其 ノ内腔 ハ左右 ノ肺原基 ニ移行 スルヲ認 ム.ソ レヨ リ尾方 食道 原基 ノ腹 側 ニ位 スル肺原基 ハ 次第 ニ食道

ノ外側壁 ニ轉 位 シ,胃 及 ビ肝原基 ノ間 ニ於 テ ハ左右 ノ肺原基 ハ位置 不同 トナル.即 チ,

1)右 肺原基 ハ始 メ肝,胃 兩原基 ノ側外方 ニ壓平 セラ レタル形 ヲ呈 スルモ,膵 卜胃原基 ノ間 ニ於 テハ全然

胃原基 ノ外方膵原基 ノ背方 ニ位置 スルニ至 ル.ソ レヨ リ尾 方 ニ於テ ハ長徑 ヲ左右 ニ伸展 シ胃及 ビ腸原基 ノ

外側間 ヲ尾 方ニ進 ム.

2)左 肺原基 ハ之ニ反 シ頭 部ニ於テ ハ右肺原基 ト同様 ノ經過 ヲ取 ルモ膵原基 ノ發生 セル部位 ニ至 レバ 次

第ニ食道 ヲ半周 シテ膵原基 ノ尾方 ニ於テハ胃 原基 ノ背方 ニ轉 位セ ルヲ見 ル.

此際氣管及 ビ肺原基 ハ殆 ド卵黄 ヲ

失ヒ圓柱上皮 ヲ以テ被 ハ レ特 ニ肺原

基ハ其 ノ壁非常ニ菲薄 トナ レリ.

b.模 型所見

模型 ニ就キテ觀察スルニ前述 ノ如

ク先ヅ氣管原基 ハ食道 ノ中央 腹側 ヲ

尾方ニ走 ル,而 シテ頭方 二於 テハ細

キ小管状ヲ呈ス ルモ兩肺原基 ノ分岐

部ニ達ス レバ背腹 ニ壓 セラレテ横徑

長クナリ食道中央 ヨリ左 右兩肺 原基

ニ分岐ス,以 下尾 方 ニ進 ムニ從 ヒテ

1)右肺原基ハ胃原基 ノ右外壁 ヲ尾方

ニ走ルモ2)左 肺原基 ハ消化 管ヲ半

周 シテ胃原基 ノ背方 ニ出デ胃 原基 ト

脊索 ノ間 ニ介在 スルヲ見 ル(Fig. 26,

 27, 28).模 型ニ就キ實測 スルニ.

氣管原基 ノ長サ　 39.0mm

右肺原基 ノ長サ　140.0mm

左肺原基 ノ長 サ　130.0mm

ヲ算 ス.

而 シテ右肺ハ腹方 ニ長軸 ニ沿 ヒ淺

キ皺襞ヲ生 ジ,背 方ニモ同様 ノ淺在

性ノ皺襞 ヲ認ム.

Fig. 26.

Nr. 104肺 原基 模型(50/1) 1/4縮小寫載 前面右肺原 基ハ腹

方 ニ長軸 ニ沿 ヒテ淺キ皺 襞 ヲ發生ス.
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Fig. 27.

Nr. 104肺 原基模型(50/1) 1/4縮小寫載左側 面左肺 原基

ハ胃原基 ノ左方 ヲ半周 シテ胃原基 ノ背 方 ニ介在 ス.

Fig. 28.

Nr. 104肺 原 基 模 型(50/1) 1/4縮小 寫載 右 側

面 右 肺 原基 ハ胃 原基 ノ右 側 方 ニ下 垂 ス.

要 スル ニ本 時期 ニ於 ケル著明 ナル變化

ハ前時期 ニ於テ將 ニ閉鎮セ ン トセル氣 管

内腔 ガ再 ビ擴 大 シ來ル ヲ認 ム.即 チGreil

ノ所 謂Laryngotrachealhohlraumニ シテ

兩棲 類 ノ或 ル種 ニ於 ケル氣管發生 ニ當 リ

テ一 時的 ニ内腔 ノ閉鎖サ レントスル時期

ヲ經過 スル事アル ヲ知 レ リ.

又前及 ビ本 時期 ニ於 ケル左右 肺原基 ノ

位置的關係 ニ不等 ヲ見 ルハ最モ興味 アル

處 ニシテ此原因 ヲ考察 スル ニ右 肺原基 ハ

Fig. 29ニ 見 ル如 ク 尾方 ハ肝 ニ續 クニ膵

原基 ノ發生 ア リ,肺 原基 ハ之等兩原基 卜

胃 原基 トノ間 ニ介在 シ夫 レ等 卜密 着セル

爲,移 動 困難 トナルモ左肺ハ肝 原基以外

肺 原基 ノ移動 ヲ不可能 ナラ シム ル原基 ノ

發生無 キ爲 ナ ランカ.

Fig. 29

Nr. 104肺 原基 中央 横斷 切片右 肺原基 ハ胃原基 卜膵原

基 ノ間 ニ介在 シ左肺原基 ハ胃ノ左方 ニ位置 ヲ占ム.
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第10階 程　胎仔記號Nr. 105

全長18.0mm弱 項肛徑10.0mmニ シテ頭部ハ特 ニ發育 ス.長 徑 殆 ド直線状 ニ シテ尾端少 シク右方 ニ彎

曲ス.

a.顯 微鏡所見

各腮 弓ハ良 ク發育 シ其 ノ先 端長 ク尾 方ニ垂 ル.眼 莖ハ細 長 ク迂 囘 シテ視 神經乳頭部 ニ終 ル.胃 原基 中 ニハ

多數 ル胃底線 ヲ發生 シ,肝 脾膵共 ニ良 ク發育 シ脾原基 中 ニハ多數 ルErytrozytenヲ 詔 ム.腸 管 ヲ除 ク各臟器

ニハ殆 ド卵黄塊 ヲ認 メズ.

呼吸器原基 ハ本時期 ニ於 テハLarynxノ 部 ヨ リ尾方 ニ進ム ニ從 ヒ矢状 ニ破裂状 ヲ呈 シ更 ニ圓形 トナ リ,

次ニ横徑二伸張 シ左右 ニ長 ク卵圓形 トナ リ,食 道 原 基 ル腹 方心 塊 ル背方 ニ於テハ背腹 ニ壓平 セラ レテ扁

平 トナル.而 シテ氣管分岐 部 ヲ去 ル尾方約

420μ ノ所 ニ於 テ左右肺原基 ニ分 岐 ス.其 ノ

壁ハ頭方 ニ於テ ハ圓柱形多 層細胞 ヨリ成 ル

モ兩肺分岐部ニ至 レバ漸次非薄 トナ ル.而

シテ肺原基 ハ左右共尾方 ニ伸張 シ左肺ハ始

メ肺原基 ト肝 原基 ノ間,次 ニ肝 原基 ル左外

側方 ニリ更ニ肝原基 ノ尾端 ニ至 レバ胃 ル背

方ニ轉 位ス.右 肺ハ始 メ胃及 ビ肝 原基 ル右

外側方,次 ニ胃 卜膵原基 ノ外 側方,更 ニ胃

原基 ノ尾端ニ於 テハ腸管 ノ背内方 ニ至 リ消

化管ヲ半周 ス.而 シテ兩肺分岐部 ヨ リ尾方

710μ ル所 ニ於テ左右 ノ肺 原 基 ハ互 ニ内側

壁ヲ接觸スFig. 30ニ 見 ル如 シ.カ ク シテ

消化管ノ背方脊索 トノ間 ヲ兩肺原基 ハ尾方

ニ走ル.コ ノ間兩肺分岐部 ヨ リ肺原基 壁ハ

次 第ニ單層 トナ リ,終 ニ扁平上皮 ヨ リ成 リ

Alveolenwandノ 状 ヲ呈 ス.而 シテ肺原基 壁

ノ形態ハ凹凸不甲 ニシテ記 載 シ難 ケレ共,

之ヲFig. 31及 ビ32ル 模 型圖 ニ見 レバ自 ラ

明カナ リ.

Fig. 30.

Nr. 105肺 原基 尾部横斷 切片兩肺 原基ハ胃原基 ノ

背 方 ニ於テ互 ニ接觸 ス而 モ共壁 ハ單暦菲薄 トナル.

b.模 型所見

本時期 ニ於 ケル呼吸器原基 ノ形態ハ更 ニ複雜 ニシテ先 ヅ氣管 ハ全然食道原基 ヨ リ分離 シFig. 31, 32ニ 示

ス如 クLarynxヨ リ腹尾方 ニ突出 シ食道中央 ヨ リ左 右 ノ兩肺原基 ニ分岐 ス.夫 レヨ リ左右 ノ肺 原基 ハ相對的

ニ胃原基 ノ腹側方 ヨ リ腹 外方 更 ニ背内方 ニ向ヒ 食道原基 ヲ半周 シテ脊索 ト消化 器原基 ノ間 ヲ尾方 ニ走 ル而

モ肺原基 ル形状 ハ一般的 ニハ背腹 ヨ リ壓平 セラ レタル状 ヲ呈 スルモ左右其 ル趣 ヲ異 ニス.

1)左 肺ハ氣管分岐部 ヨ リ尾方70mmノ 所 ヨリ長軸 ニ沿 ヒテ大 ナル皺襞 ヲ生 ジ左腹側 ニ向 ケ皺襞 ノ兩壁
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ハ鋭角 ヲ呈 シテ開 ケル モ尾方 ニ進 ムニ從 ヒ鈍角 トナ リ兩壁 ノ開 キハ増大 ス.内 側モ同様 ニ頭外方 ヨリ尾内

方 ニ向 ケ淺キ縱溝 ヲ認 ム.即 チFig. 32ニ 見 ル如 シ.

2)右 肺ハ之 ト趣 ヲ異 ニシ氣管分岐部 ヨ リ85mmノ 邊 ヨ リ右 側壁 ニ同様 ル長軸 ニ沿 ヒテ狹 ク深キ大ナル

皺襞 ヲ認 ム.内 方 モ稍 々淺 キ皺襞 ヲ發生 ス(Fig. 31).

Fig. 31.

Nr. 105肺 原 基 模 型(25/1) 1/4縮小寫 載 右 側

面 右 肺 原 基 ハ 右 側方 ニ長 軸 ニ沿 ヒ深 キ 且狹 キ

大 皺 襞 ヲ發 生 ス.M
. z.=Mitz

Fig. 32.

Nr. 105肺 原基模型(25/1) 1/4縮小寫載左

側 面左肺 原基ハ左 側壁 ニ長 軸 ニ沿 ヒ淺キ大

ナル皺襞 ヲ發生 ス.

而 シテ兩肺共表面ハ凹 凸不平ニ シテ 長軸 ニ沿 ヒテ多數 ノ淺 キ小皺襞 ヲ發生 ス.今 模 型ニ就 キテ 實測 スル

ニ,

氣 管 原 基 ノ長 サ　 42.0mm

右 肺 原基 ノ長 サ　 225.0mm

左 肺 原 基 ノ長 サ　 305.0mm

ヲ算 ス.

要 スルニ本 時期 ニ於テハ肺原基 ハ殆 ド成長 ノ域 ニ達 シ 且左右共 ニ長軸 ニ沿 ヒテ 内外兩側 ニ大皺襞 ヲ發生

シ特 ニ外側方 ノ雛襞 ハ巨大 ナ リ.而 モ肺原基 ル壁ハ單層扁平上皮 トナ リAlveolenノ 壁 ル状 ヲ呈 シ來ル.

4.總 括

以上各階程 ヲ決定スルニ當 リテ著者ハ體長(全 長項肛徑)外 形ハ勿論,腮 弓,視 器,聽 器,

嗅器,其 ノ他食道,胃,心,肝,膵,脾 等ノ腹部内臟ノ發育状態ヲ考慮セリ.

而 シテ今各時期 ニ於 ケル呼吸器原基 ノ發生ニ就キテ之 ヲ總括スルニ,先 ヅ
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第1階 程 ニ於 テ ハ未 ダ腮 腸 ハ内 腔.外 壁 共何 等 ノ變 化 ヲ認 メズ.又 模 型 ニ依 リテ觀 察 スル モ

何等 肺原基 ヲ想 像 セ シ ムル隆 起 ヲ認 メズ.

第2階 程 ニ於 テ始 メ テ鋭 三角 形 状 ノ腮 腸 内腔 ハ其 ノ腹 側 ニbilateral, Vertiefungヲ 現 出 ス ル

ヲ認 メ同 時 ニ前 腸 外壁 ニ於 テ モ模 ニ型 示 ス如 クbilateral-symmetrischノ 膨 隆 ヲ認 メ得 タ リ.

コノ前腸 腹外 側 ノVertiefungヲGreilハLungenrinneト 稱 セ リ.而 モGoppertノ 唱 ヘ シ

Lungenrinneト ハ別 個 ノモ ノ ナ リ.此 時 期 ニ於 テGotte, Makuschok., Greil, Weyse等 ノ諸

學 者 ニ依 リ兩 棲類 ノ肺 原 基 ハ有 對 的 ニ發 生 スル モ ノ ナ リ ト説 明 セ リ.即 チMakuschokガ

Bei allen Formen von Urodelen und Anuren, nach Greil's und meiner eignenen

 Ergebnissen, sind Lungenanlagen paarig, bilateral-symmetrisch.ト 説 明 セル 如 ク余 ノ檢

索 セル有尾 類 中Hynobius nigrescensニ 於 ケ ル檢 索 結 果 モ亦 上述 ノ如 ク有對 的 ニ發 生 セル ヲ

認 メタ リ.

第3階 程 ニ至 レバ 胎 仔全 長 ハ前 時 期 ヨ リ短 小 ナル モ呼 吸 器原 基 ハ更 ニ發 育 シ,腹 側 壁 ニ於 ケ

rルVertiefungハ 其 ノ度 ヲ加 へHynobiusニ 於 テ ハ前 腸 内腔 ハ鋭 三角 形 ヲ呈 シ,次 第 ニ其 底

邊 ヲ短縮 シ來 リ, Darmrinneノ 中央 ニ多 少 ノ狹 窄 部 ヲ生 ジventrale Darmrinneトdorsale

 Darmrinneヲ 生 ぜ ン トス.更 ニ變 化 ハ腹 壁 ニ及 ビ,兩 側 ノLungenrinneヲ 結 合 スル 横 走 ノ

Rinneヲ 生 ズ.之 即 チGreilノ 所 謂Bifurkationsrinneナ リ.之 ヲ模 型 ニ就 キ テ 見 ル ニ,兩 肺

原 基 ハ互 ニ相 接 近 シ來 ル ト同時 ニBifurkationsstelleニ 於 テ結 合 サ レ其境 界次 第 ニ不 明 トナル.

更 ニ

第4階 程 ニ至 レバ 前 腸 ノ變 化 ハ更 ニBifurkationsatelleヨ リ頭 方 ニ波 及 シ來 リ,此 部 ノ腸 壁

ノ腹 正 中部 ニ縱 ノRinneヲ 發 生 ス.之 即 チGreilノLaryngotrachealrinneニ シテGoppert

ハ コノRinneヲLungenrinneト 命 名 セ リ.然 レ共 此Rinneハ 肺 原 基 ノ發 生 ニハ 時 間 的 ニ モ

部位 的 ニ モ全 ク獨 立 セル モ ノ ナル 事 ヲ證 セ リ.更 ニ

第5階 程 ニ至 レバ 前 腸 内腔 ハ左 右 ヨ リ壓 迫 セ ラ レテ爲 ニ尾 方 ニ於 テ ハ,消 化 管 ヨ リ呼 吸原 基

ハ將 ニ分離 セ ン トスル ヲ見 ル.勿 論以 上各 時期 ニ於 テ ハ組 織 學 的 ニ消 化 呼吸 兩 原 基 ノ移 行 部 ハ

其 ノ區 別難 ケ レ ドモ模 型 ニ就 キ檢 ス レバ本 時期 ニ於 テ ハprimitive Lungensackchenト シテ

Spranchnopleura中 ニ膨 出 セル ヲ認 メ得.

此 兩原基 分離 ノ過 程 ニ就 キ テ ハGoppertノ 唱 ヘ シ如 ク前 腸 ノ尾 方 ヨ リ頭 方 ニ向 ヒ呼 吸及 ビ

消化 ノ兩原 基 ノ分 離 ヲ起 ス ト説 ケル ト同 様 ナル 過 程 ヲ取 ル モ ノナ ル事 ヲ認 メ得 タ リ.更 ニ

第6階 程 ニ至 レバ 呼 吸 器原 基 ハ前述 ノ如 ク尾 方 ヨ リ頭 方 ニ向 ヒ前 腸 壁 ヨ リ内 腔 ハ完 全 ニ分 離

シ來 リ,分 離 部 ニAditus ad laryngeumヲ 殘 ス.而 シテ本 時 期 ニ於 ケル氣 管 内腔 ハGreilノ

所説 ノ如 ク一時 閉 鎖 スル カ ニ 見 ユ ル モ余 ガHynobiuaニ 於 テ檢 索 セル所 ニ テ ハ依 然 小圓 形 ノ 内

腔 ヲ存 スル ヲ認 メ得 タ リ.

第7階 程 ニ於 テ ハ 呼 吸 及 ビ消 化 兩原 基 ハ組織 互 ニ分 離 シ來 ル ト同 時 ニ左 右 兩 肺 原 基 ハ長 サ ヲ
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伸張 シ來 リ,且 他 ノ多數動物 ノ初期發生ニ認ムル如ク,左 右不等ノ發育ヲ起 シ來ル.即 チ右肺

原基 ハ左肺原基 ニ比 シ發育旺盛 ニシテ長 シ.尚 ホ本時期 ニ於テモ依然氣管内腔ハ閉鎖 セズ.

第8階 程ニ至 レバ肺原基 ハ更ニ尾方ニ伸展 シ來ル ト同時ニ,兩 肺原基 ノ長サノ不同ニ加 フル

ニ,更 ニ位置ノ不同ヲ起スニ至ル.即 チ左肺原基ハ尾方ニ進 ムニ從 ヒ食道中央 ヨリ食道ノ左側

方ヲ迂囘 シ背側ニ出 デ脊索 ト胃原基 ノ間ヲ尾方 ニ走 リ.右 脚ハ胃原基ノ右側方ヲ尾方ニ走ル.

氣管内腔ハ本時期ニ於テ再 ビLaryngotrachealhohlraumト シテ擴大スルヲ見ル.次 ニ

第9階 程ニ至 レバ肺原基 ノ壁 ハ非常 ニ菲薄 トナ リ同時ニ前述 ノ左右兩肺原基ノ長サ及 ビ位置

ノ不同ハ益々著明 トナリ,左 肺 ハ尾方ニ進ムニ從 ヒ食道ヲ半用 シテ胃原基ノ背方 ニ位置ヲ占ム

ルニ至ル.更 ニ右肺ハ中央部 ヨリ腹側 ニ長軸 ニ沿 ヒテ縦走 スル淺キ皺襞 ヲ發生 ス.更 ニ

第10階 程ニ至 レバ 兩肺原基 ノ部位的關係ハ殆 ド相對的 ニ復蹄スルモ其 ノ外形ハ左右共一層

複雜ナル形状ヲ呈ス.即 チ兩肺共多數 ノ長軸 ニ沿 ヘル縦皺襞 ヲ生 ジ來 リ,特 ニ兩外側壁 ノモノ

ハ巨大ニシテ,右 肺原基 ハ外側壁ニ發生 セル皺襞 ハ頭方ヨリ尾方ニ向ヒ漸次鋭角 ヨリ鈍角 トナ

リ兩壁間ニ大 ナル開キヲ生 ジ,左 肺外壁 ノモノハ長軸 ニ沿 ヒテ深ク長ク兩壁ハ互ニ接近ス.此

時期 ニ於ケル肺原基 ノ壁ハ非常ニ菲薄 トナリ單層扁平上皮 トナ リAlveolenwandノ 状 ヲ呈ス.

5.考 察

以 上總 括 ニ依 リ著 者 ハ 且ynobiusノ 主 トシテ肺 原 基 ノ形 態 的 發生 ニ就 キ考 察 スル ニ,早 期 發

生 ニ於 テ ハ夙 ニ1875年Gotteノ 發 表 セル如 ク兩 棲 類 ノ肺 臓原 基 ハ有 對 的 ニ前 腸 ノ側 腹 壁 ヨ リ

發 生 ス ル事 實 ハ其 ノ後 多數 ハ學 者 ニ依 リ賛 否 ノ聲 アル モ依 然 今 日,本 檢 索 ニ於 テ モ動 カ ス可 カ

ラザ ル 事 實 ナル事 ヲ知 レ リ.

又GoppertガHertwigノHandbuch中 ニ發 表 セル 如 ク 前 腸 ノ中央 ニ縦 走 スルeine sch

malen Rinneヲ 直 チ ニLungenrinneト 認 ムル ハ 早 計 ニ シテ,之 ハ依 然Greilノ 所 説 ノ如 ク

Laryngotrachealrinneト 見 ル ヲ至 當 トス.何 トナ レバ 余 ガ檢 索 ニ於 ケ ル 第2階 程 ニ於 テ現 レ

タル 前 腸 内 腔 ノ腹 側 部 ニ發 生 スルVertiefungハ 前 述 ノGoppertノ 發 表 セル腹 正 中部 ニ發 生 シ

矢 状 ニ位 置 ヲ占 ム ルRinneト ハ時 間的 ニ早 期 ニ發 生 シ,且 其 ノ時期 ニ於 テ既 ニ明 瞭 ニ前腸 外壁

ニハ模 型 ノ示 ス如 ク有 對 性 ノ肺 原 基 ノ膨 隆 ヲ認 メ得 レバ ナ リ.

而 シテ 第3階 程 ニテ 兩 肺 原 基 ハGreilノ 所 謂Bifurkationarinneニ 依 リ結 合 サ レ更 ニ第4階

程 ニ於 テ 始 メテBifurkationsrinneヨ リ頭 方 前 腸 ノ腹 正 中 部 ニ縦 走 スルRinneヲ 生 ズ.コ ノ

RinneヲGoppertハLungenrinneト 稱 セル ニ反 シGreilハLaryngotrachealrinneト 命 名

セ リ.此Rinneハ 前述 ノ理 由 ニ依 リLaryngotrachealrinneト 稱 スル ヲ至 當 トス.

然 レ共 之 ヲ精 密 ニ述 プ レバGreilノ 所 謂Laryngotrachealrinneモ 尾 方Bifurkationsstelle

ニ連 續 シテ肺 原 基 ノ發 生 ニ就 キテ ハ密 接 ナル 關 係 ヲ有 ス ル者 ナル事 ハ勿 論 ナ ル モ,此 腹 正 中部

ニ縦 走 ス ル狹 キRinneノ 大 部 分 ハ氣 管 原 基 ト成 ル者 ナ リ.思 フ ニGoppertノ 誤 謬 ハ余 ノ試 驗
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ニ於ケル第4階 程以下 ニ於ケル結果ヲ觀察 セル ニ非ザルカ.

次ニ氣管商腔 ハGreilノ 説明セル如 クHynobiusニ 於テモ一時閉鎖 セルカニ見ユルモ(5及

ビ6階 程)之 ヲ精細ニ觀察スレバ依然内腔ハ存 シ,其 ノ發育全過程中氣管内腔 ノ閉鎖 ヲ見ザ リ

キ.之 梅林ノ大山椒魚ニ於ケル所見 ト一致ス.

次ニ第8及 ビ9階 程 ニ於ケル左右兩肺原基ノ位置的異變ニ就キテハ梅林ノ成績 ト相似 タルモ

氏ハ之ガ原因ニ就 キテ考慮 セズ,特 ニ左肺原基 ガ胃原基 ノ左方ヲ半周 スル原因 ニ就 キテハ胃原

基ノ形態變化ニ由來 セルモ更ニ左肺ハ肝 ノ尾方膵原基ノ發生アリ,胃 ト肝,次 ニ膵原基 ノ間ニ

於テ左肺ハ之等原基 ト密着 シ移動性 ヲ失フモ,右 肺ハ移動ヲ抑制 スルモノ無キニ依ルモノナラ

ンカ.更 ニ10階 程 ニ於クル肺原基 ノ形態的變化ニ至 リテハ 前述 ノ如ク甚 ダ興味アル所見ヲ認

メタリ.

尚ホ又兩棲類ニ於テハ二大目 トシテ有尾,無 尾ニ分類 セラレ余 ガ今囘材料 トシテ用 ヒラレタ

ルHynobius nigrescensハ 有尾目(蝶 〓亞目)ニ 屬スルモノナリ.而 シテ幼生ニ於 テ有尾類 ト

同ジク尾ヲ有スルモ發育過程中尾部ヲ失 フ無尾 目ニ就 キ更ニ研究 シ有尾,無 尾兩目ニ就キ上述

ノ諸問題 ヲ比較研究 シ以テ兩棲類ノ肺臟原基ノ發生ヲ確定セントノ目的ハ下ニ,目 中無尾目中

ノBufo vulgaris japonicusニ 就キ研究中ナレバ更 ニ後 日稿 ヲ改 メテ發 表スル事アルヲ附言ス.

6.結 論

前述 ノ各 項 ニ依 リ著 者 ハ兩 棲 類 中有 尾 目Hynobius nigrescenaニ 於 ケル 呼 吸 器 原 基 ハ下 記

ノ順序 ニ發 生 スル モ ノナ リ ト結 論 ス.

1)先 ヅ全 長9.0-10.0mmノ 胎 仔 ニ於 テ最 尾 側 腮 嚢 ヨ リ尾 方 ニ續 ク前 腸 腹 側 内腔 ニbilateral

ノVertiefungヲ 生 ジ之 ニ伴 ヒ前 腸 外 壁 ニ於 テ モventrolateralニpaarig-symmetrischノ 膨 出

ヲ生 ズ.之 即 チ肺 原基 ノ初 現 ナ リ.

2)次 ニ此 左 右 ノ兩肺 原 基 ハ前 腸 ノ腹 正 中 部 ニ接 近 シ來 ル ト共 ニ横 走 スルRinne即 チBifu

rkationsrinneニ 依 リ結 合 サ レ,一 時 的 ニ外 形 上兩 肺 原 基 ノ區 別 困 難 トナ ル,

3)續 イテ該Bifurkationsstelleヨ リ頭 方前 腸 ノ腹 正 中部 ニ縦 走 スルLaryngotrachealrinne

ヲ發 生 ス.

4)次 ニ全長11.0-12.0mmノ 胎 仔 ニ於 テ ハ兩 肺 原 基 ハ尾 方 ニ伸 展 シprimitive Lungensa

ckchenト シテSpranchnopleura中 ニ膨 出 ス.之 ト同 時 ニ呼 吸 器 原 基 ハ尾 方 ヨ リ頭 方 ニ向 ヒ消

化管 ト内腔 ノ分 離 ヲ起 シ,終 ニ消 化 管 ト完 全 ニ分 離 シタ ダ頭 方 ニAditus ad laryngeumノ 部

ニ於 テ ノ ミ連 絡 スル ニ至 ル.

5)全 長15.0mmノ 胎 仔 ニ至 レバ 左 右 ノ肺 原 基 ハ位 置 ノ不 同 ヲ起 シ,先 ヅ左 肺 ハ食道 原 基 ヲ

半周 シテ胃原 基 ノ背 方 脊 索 トノ間 ニ轉 位 シ,右 肺 ハ胃原 基 ノ右 外 方 ニ位 置 ヲ占 ムル ニ至 ル.

6)全 長18.0mmニ 達 ス レバ肺 原 基 ハ外 形 上興 味深 キ形 態 變 化 ヲ起 ス.即 左 右 兩 肺 原 基 ハ部
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位 的 ニハ相 對 的 ニ歸 リ其 ノ表 面 ニ ハ多 數 ノ縱 皺 襞 ヲ生 ズ.中 ニ テ外 側 方 ノ者 ハ特 ニ巨 大 ナ リ.

7)余 ガ檢 索 セル 範 圍 内 ニ於 テ ハ發 生 全 過 程 中 氣 管 原 基 ハ其 ノ内腔 ヲ閉鎖 セズ.一 時全 長

12.0mm前 後 ノ胎仔 期 ニ氣 管 内 腔 ハ狹 ク閉 鎖 ス ル如 ク 見 ユ ル モ,之 ヲ精 細 ニ檢 ス レバ依 然 小 圓

形 ノ内腔 ヲ生 ジ而 モ次 時 期15.0mmニ 達 ス レバLaryngotrachealhohlraumト シテ擴 大 セルレヲ

認 メ得 タ リ.

8)肺 原 基 ハ 前述 ノ如 ク前 腸 内腔 ノ變 化 ト之 ニ伴 ヒ前 腸壁 ノ膨 隆 ニ依 リ發 生 シSolid(質 實

性)ノ 發 庄 ヲ認 メズ.

終 リニ臨 ミ本試 驗 ニ於テ貴重 ナル材料 ヲ提供 サ レ且終始御指導 ヲ給ハ リシ恩師敷波教授竝 ニ先輩 村山

博 士 ニ對 シ滿腔 ノ謝 意 ヲ表ス.(6. 6. 2.受 稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Uber die Morphogenese der Amphibienlungenanlage.

 (1. Mitteilung). 

Untersuchungen an den Urodelen, besonders bei den Larven 
von Hynobius nigrescens.

von

Tadashi Yakushiji.

Aus dem Embiyologischen Laboralorium des Analomischen Inslitutes 
der medizinischen Universitat Okayama. (Prof. J. Shikinami).

Eingegangen am 2. Juni 1931.

Unter der Leitung von Herrn Prof. J. Shikinami,, habe ich uber die Entwicklung

 der Lungenanlage der Wirbeltiere Untersuchungen angestellt. Neuerdings habe ich 

mit Dr. T. Murayama eine Arbeit uber die Entwicklung der Lungenanlage bei Vogeln 

veroffentlicht. Von dem Standpunkte der Phylogenesis habe ich hier als Beispiel des 

Urodelentyps Hynobius nigrescens verwendet.

Die embryologischen Forschung uber die Lungenanlage von Amphibien ist schon 

seit langem oft Gegenstand eingehender Untersuchungen. Trotzdem mussen wir 

zugeben, dass auch heute noch manche Fragen nicht endgultig erklart sind; es gibt 

zwar viele Arbeiten uber die Anuren, aber uber die Urodelen nur wenige. Bei dem 

vorliegenden Tiere habe ich keine Arbeit uber dieses Problem finden konnen. Deshalb 

ubertrug mir Herr Prof. Shikinami die Aufgage, den Entstehungsprozess der Lungen

anlage dieses Tieres zu verfolgen und ihn mit dem bei den Anuren zu vergleichen.

Das Material in 10 Stadien von 9.0mm his 18.0mm Korperlange wurde mit Formol-

Alkohol fixiert. Nach der Stuckfarbung mit Boraxkarmin und Paraffineinbettung 

zerlegte ich es in Frontalserienschnitte von 10ƒÊ Dicke. Plattenrekonstruktionsmodelle 

in 100 father Vergrosserung wurden nach der Born- Peter'schen Methode angefertigt.

Auf Grund meiner Untersuchungen an Hynobius nigrescens glaube ich mich zu 

nachstehender Aufstellung berechtigt:

1) Die erste Lungenanlage tritt als bilaterale Vertiefung an der inneren Oberflache 

der ventrolateralen Wand des Vorderdarmes an der Larve von 9.0-10.0mm Gesarutlange 

auf. Dann entwickelt sie sich auch an der ausseren Oberflache der ventrolateralen 

Wand des Vorderdarmes als paarige symmetrische Vorwolbung.

2) Im Verlaufe der weiteren Entwicklungsstadien nahert sich die paarige Lungen

anlage dem ventromedianen Teil des Vorderdarmes, zugleich verbindet sie sich durch
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die Bifurkationsrinne. Darauf entstehet an dem ventromedianem Teil des Vorderdarmes 

eine von der Bifurkationsstelle kranialwarts laufende lange rinnenformige Laryngotra

chealrinne.

3) Die beiden Lungenanlagen verlangern sich kaudalwarts und dringen in die 

Spranchnopleura als die primitiven Lungensackchen an der Larve von 11.0-12.0mm 

Gesamtlange ein. Die Anlage des Respiratoins-Apparates entwickelt sich vollstandig 

getrennt von dem Verdauungstraktus und der Aditus ad Laryngeum bleibt ubrig.
4) Die Lageveranderungen der beiden Lungenanlagen sind deutlich an der Larve 

von 15.0mm Gesamtlange. An der Larve von 18.0mm werden sie immer deutlicher und 
es entstehen an der ausseren Flache mehrere Langsfalten, von denen die an der 
lateralen Flache die grosste ist.

5) Bei meinem Tiere ist alle Entwicklungsstadien hindurch, der Hohlraum der 
Trachealanlage nicht vollstandig abgeschlossen, aber ...eine Zeit lang (ca. Gesamtlange 
12.0mm) ...sehr eng. Dann erweitert er sich wieder als Laryngotrachealhohlraum an 
der Larve von 15.0mm Gesamtlange.
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